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も く じも く じ地
蔵
岩
（
北
海
道
礼
文
町
）

何
年
か
前
の
冬
、
電
車
を
乗
り
過
ご
し
た
こ

と
が
あ
る
。
べ
つ
に
居
眠
り
を
し
て
い
た
の
で

は
な
い
。
乗
り
合
わ
せ
た
姉
妹
ら
し
き
子
供
た

ち
が
遊
ぶ
の
を
、
見
る
と
も
な
し
に
見
て
い
た

と
き
で
あ
る
。

息
で
く
も
る
窓
に
、
指
で
丸
や
三
角
を
描
い

た
。
と
、
す
ぐ
に
手
袋
の
手
で
ぬ
ぐ
い
、
ま
た

息
を
吹
き
か
け
て
今
度
は
自
分
た
ち
の
名
前
だ

ろ
う
、
な
に
か
文
字
を
書
い
て
い
る
。

空
気
に
は
目
に
見
え
な
い
水
の
粒
が
浮
か
ん

で
い
ま
す
。
暖
か
い
空
気
に
冷
た
い
も
の
が
触

れ
る
と
、
目
に
見
え
な
い
水
の
粒
は
目
に
見
え

る
し
ず
く
に
変
わ
り
ま
す
。
そ
と
に
北
風
が
吹

く
寒
い
朝
、
お
部
屋
の
な
か
か
ら
窓
に
息
を
吹

き
か
け
て
ご
ら
ん
な
さ
い
…
。

何
十
年
も
昔
に
お
世
話
に
な
っ
た
恩
師
の
声

が
不
意
に
よ
み
が
え
り
、
小
学
校
で
理
科
の
時

間
に
教
わ
っ
た
結
露
の
仕
組
み
を
思
い
出
し
た

の
は
、
少
女
た
ち
が
小
さ
な
靴
裏
を
こ
ち
ら
に

向
け
て
顔
を
寄
せ
合
っ
た
夜
の
車
窓
に
、
学
校

の
黒
板
を
連
想
し
た
せ
い
だ
ろ
う
。

暖
か
い
も
の
と
冷
た
い
も
の
が
触
れ
合
っ
て

水
滴
が
で
き
る
。
は
て
、
な
に
か
に
似
て
い
る

な
。
物
思
い
に
ふ
け
っ
て
い
る
う
ち
に
、
降
り

る
駅
を
通
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
乗
り
過
ご
し

た
甲か

斐い

あ
っ
て
、
何
に
似
て
い
る
か
気
が
つ
い

た
。
涙
ー
ー
で
あ
る
。

か
ら
た
ち
の
そ
ば
で
泣
い
た
よ
。

み
ん
な
み
ん
な
や
さ
し
か
っ
た
よ
。

童
謡
『
か
ら
た
ち
の
花
』（
作
詞
・
北
原
白
秋
、

作
曲
・
山
田
耕
作
）
の
一
節
に
あ
る
。
ひ
と
の

優
し
い
気
遣
い
や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
し
ぐ
さ
に

触
れ
て
、
凍
え
た
心
を
も
つ
人
の
目
に
露
が
結

ば
れ
る
作
用
は
、誰
も
が
経
験
で
知
っ
て
い
る
。

あ
る
と
き
は
誰
か
の
目
に
露
を
結
ぶ
吐
息
に

な
り
、
あ
る
と
き
は
誰
か
の
吐
息
を
も
ら
っ
て

冷
た
く
乾
い
た
わ
が
目
を
潤
し
、
誰
か
を
暖
め

た
り
、
誰
か
に
暖
め
ら
れ
た
り
し
な
が
ら
、
人

は
生
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

な
に
か
気
の
利
い
た
、
教
訓
め
い
た
結
語
を

用
意
し
て
書
き
始
め
た
文
章
で
は
な
い
。
憂
き

世
の
冬
も
そ
う
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
と
、
ふ

と
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
だ
け
で
あ
る
。

コ ムムムムムラ

冬

の

息

竹 

内　

政 

明

読
売
新
聞
東
京
本
社
論
説
委
員

コ
ラ
ム『
編
集
手
帳
』
執
筆
者

ま
さ

あ
き

う
ち

た
け

北海道礼文島の「地蔵岩」の写真
です。映画「北のカナリアたち」
の中でご覧になった方も多いので
はないでしょうか？
この他にも島内には、北の厳しい
自然が作り出した「桃岩」等の奇
岩が沢山見られます。
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政 策

過
疎
対
策
の
沿
革

　

過
疎
対
策
法
に
つ
い
て
は
、
昭
和
45
年

に
全
会
一
致
の
議
員
立
法
に
よ
り
制
定
さ

れ
た
「
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
」
以

後
、
現
行
の
「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

措
置
法
（
平
成
12
年
制
定
）」
ま
で
、
10

年
単
位
の
法
律
が
四
次
に
わ
た
っ
て
制
定

施
行
さ
れ
て
き
た
。
法
の
制
定
以
降
、
約

40
年
間
に
わ
た
り
過
疎
市
町
村
を
中
心
に

過
疎
対
策
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
一
定
の

成
果
を
上
げ
て
き
た
も
の
の
、
著
し
い
高

齢
化
の
進
行
と
あ
わ
せ
て
、
地
域
に
よ
っ

て
は
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
集
落
が
増
加
す

る
な
ど
抱
え
る
課
題
は
一
層
深
刻
さ
を
増

し
て
き
て
い
る
。

　

一
方
で
、
過
疎
地
域
は
、
安
全
・
安
心

な
食
料
や
水
の
供
給
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
提

供
、
国
土
の
保
全
、
災
害
の
防
止
、
地
球

温
暖
化
の
防
止
等
の
み
な
ら
ず
、
都
市
住

民
へ
の
や
す
ら
ぎ
や
教
育
の
提
供
の
場
と

し
て
、
国
民
全
体
の
安
全
・
安
心
な
生
活

を
支
え
る
極
め
て
重
要
な
公
益
的
機
能
を

有
し
て
お
り
、
近
年
、
そ
の
価
値
に
つ
い

て
再
評
価
す
る
動
き
も
活
発
に
見
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
状
況
も
踏
ま
え
、
平
成
22
年

3
月
に
失
効
期
限
を
迎
え
た
現
行
過
疎
法

は
、
各
党
・
各
会
派
の
協
議
を
経
た
結
果
、

一
部
改
正
の
上
6
年
間
延
長
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
ま
た
、
平
成
23
年
3
月
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
よ
る
過
疎

対
策
事
業
の
進
捗
の
遅
れ
等
も
踏
ま
え
、

平
成
24
年
6
月
に
は
、
更
に
5
年
間
再
延

長
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
状
況
も
踏
ま
え

つ
つ
、
過
疎
対
策
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
、
過
疎
市
町
村
に
お
け
る
ソ
フ
ト
事
業

の
展
開
状
況
を
中
心
と
し
な
が
ら
、以
下
、

述
べ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

過
疎
債
ソ
フ
ト
分
の
現
状
に
つ
い
て

⑴ 

ハ
ー
ド
中
心
か
ら
ソ
フ
ト
中
心
の
過
疎

対
策
へ

　

平
成
22
年
の
法
改
正
前
ま
で
の
過
疎
法

に
お
い
て
は
、
主
に
道
路
、
上
下
水
道
そ

の
他
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
に
よ
る
生
活
環

境
の
改
善
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ

う
し
た
ハ
ー
ド
中
心
の
支
援
施
策
に
よ
り

過
疎
地
域
の
生
活
環
境
整
備
は
相
当
進
ん

だ
こ
と
か
ら
、
都
市
部
と
過
疎
地
域
の
格

差
是
正
に
関
し
て
は
、
過
疎
法
が
一
定
の

成
果
を
上
げ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

一
方
で
、
過
疎
地
域
に
お
い
て
は
、
昨

今
、
引
き
続
く
少
子
高
齢
化
の
進
展
等
か

ら
、
生
活
の
安
全
・
安
心
の
確
保
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
き
た
。
そ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
平
成
22
年
の
法
改
正
に
当
た
っ
て

は
、
関
係
都
道
府
県
、
関
係
市
町
村
、
そ

の
他
関
係
団
体
等
か
ら
の
強
い
要
望
が

あ
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
従
前
ハ
ー
ド
事

業
に
し
か
活
用
で
き
な
か
っ
た
過
疎
対
策

事
業
債
（
以
下
「
過
疎
債
」
と
い
う
。）

の
対
象
に
、
地
域
医
療
の
確
保
、
住
民
に

身
近
な
生
活
交
通
の
確
保
、
集
落
の
維
持

及
び
活
性
化
な
ど
の
住
民
の
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
の
確
保
を
図
る
た
め
の
ソ
フ
ト

事
業
も
追
加
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ソ
フ
ト
分
の
対
象
事
業
は
①
市
町
村
の

行
政
運
営
に
通
常
必
要
と
さ
れ
る
内
部
管

理
経
費
、
②
生
活
保
護
等
法
令
に
基
づ
き

負
担
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
経
費
、
③

地
方
債
の
元
利
償
還
に
要
す
る
経
費
以
外

で
あ
れ
ば
、
将
来
に
わ
た
り
過
疎
地
域
の

自
立
促
進
に
資
す
る
事
業
を
幅
広
く
対
象

と
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
市
町
村
毎

に
財
政
力
等
を
勘
案
し
た
発
行
限
度
額
は

あ
る
も
の
の
、
か
な
り
自
由
度
の
高
い
支

援
措
置
と
な
っ
て
い
る
。（
資
料
1
）

⑵
過
疎
債
ソ
フ
ト
分
の
活
用
状
況

　

導
入
初
年
度
で
あ
る
平
成
22
年
度
の
過

疎
債
ソ
フ
ト
分
の
活
用
状
況
は
、
発
行
限

度
額
の
総
額
約
6
6
2
億
円
に
対
し
て
、

発
行
額
が
約
3
7
9
億
円
で
あ
り
、
活
用

割
合
は
57
・
3
％
に
止
ま
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
平
成
23
年
度
は
、
発
行
限
度
額
の

総務省地域力創造グループ過疎対策室企画係長　福島　浩

過疎対策の現状と課題

政策解説
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総
額
約
7
0
2
億
円
に
対
し
て
、
発
行
予

定
額
は
約
4
5
8
億
円
、
活
用
割
合
は

65
・
2
％
と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
活

用
率
が
上
昇
し
た
都
道
府
県
も
36
都
道
府

県
と
な
る
な
ど
、
全
体
の
活
用
状
況
は
伸

び
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

　

し
か
し
、
都
道
府
県
毎
、
市
町
村
毎
に

見
た
場
合
に
は
、
活
用
率
（
発
行
限
度
額

に
対
す
る
同
意
等
予
定
額
の
割
合
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）
に
大
き
な
ば
ら
つ
き

を
生
じ
て
お
り
、こ
の
傾
向
に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
度
に
つ
い
て
も
、
22
年
度
と
大

き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

具
体
的
に
平
成
23
年
度
の
活
用
状
況
を

用
い
て
説
明
す
る
と
、
都
道
府
県
別
に
は

活
用
率
95
％
以
上
の
団
体
が
4
団
体
あ
る

一
方
で
、
活
用
率
20
％
未
満
の
団
体
が
1

団
体
、
活
用
率
0
％
の
団
体
も
1
団
体
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
他
の
活
用
率
別
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
も
幅
広
く
分
布
し
て
い
る
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。（
資
料
2
）

　

ま
た
、
市
町
村
別
の
場
合
、
例
え
ば
発

行
限
度
額
の
総
和
の
大
き
い
上
位
3
道
県

で
み
て
み
る
と
、
北
海
道
で
は
道
内
1
4

3
過
疎
市
町
村
の
う
ち
活
用
率
95
％
以
上

の
市
町
村
が
66
団
体
あ
る
一
方
で
、
活
用

率
20
％
未
満
が
10
団
体
、
活
用
率
0
％
も

22
団
体
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
鹿
児
島
県
で
も

県
内
40
過
疎
市
町
村
の
う
ち
活
用
率
95
％

以
上
の
市
町
村
が
15
団
体
、
活
用
率
20
％

未
満
が
4
団
体
、
0
％
が
10
団
体
で
あ
り
、

活
用
す
る
か
し
な
い
か
2
極
分
化
の
傾
向

が
見
て
取
れ
る
。
一
方
、
長
崎
県
で
は
県

内
12
過
疎
市
町
村
の
う
ち
、
95
％
以
上
が

8
団
体
、
80
〜
95
％
が
3
団
体
と
な
る
等
、

ほ
と
ん
ど
全
て
の
団
体
で
8
割
以
上
活
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。（
資
料
3
）

　

こ
の
原
因
に
つ
い
て
、
過
疎
市
町
村
か

ら
実
情
を
聞
く
と
、
過
疎
債
ソ
フ
ト
分
を

活
用
し
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
①
地
方

債
発
行
を
抑
制
し
て
い
る
等
の
財
政
的
な

理
由
、
②
過
疎
債
を
充
当
す
る
こ
と
が
適

当
な
ソ
フ
ト
事
業
が
見
い
だ
せ
な
か
っ
た

等
の
理
由
の
ほ
か
、
や
は
り
ソ
フ
ト
事
業

に
つ
い
て
地
方
債
を
充
当
す
る
こ
と
に
抵

抗
が
あ
る
、
と
の
回
答
が
み
ら
れ
た
。
そ

の
他
、
一
部
で
あ
る
も
の
の
、
制
度
に
つ

い
て
の
理
解
不
足
や
ど
の
事
業
に
活
用
す

れ
ば
良
い
か
分
か
ら
な
い
、
と
い
っ
た
回

答
も
み
ら
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
過
疎
市
町
村
に
お
い
て
過
疎

債
ソ
フ
ト
分
を
活
用
す
る
か
ど
う
か
十
分

な
議
論
が
な
さ
れ
た
結
果
と
し
て
、「
活

用
す
る
」
あ
る
い
は
「
活
用
し
な
い
」
と

意
思
決
定
し
た
団
体
が
あ
っ
た
一
方
で
、

事
業
構
築
に
つ
い
て
十
分
な
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、事
業
の
検
討
・

実
施
に
当
た
っ
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足
し

て
い
た
団
体
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑶
運
用
の
弾
力
化

■資料１　過疎対策事業債（ソフト分）について

１ 対象事業
・地域医療の確保、住民に身近な生活交通の確保、集落の維持及び活性化などの住民の安全・安心な暮らしの確保
を図るためのソフト事業へ拡充

・対象経費は次のようなものを除き、将来にわたり過疎地域の自立促進に資する事業を広く対象（出資及び施設整備費を除く）
①市町村の行政運営に通常必要とされる内部管理経費 ②生活保護等法令に基づき負担が義務づけられている経費
③地方債の元利償還に要する経費

・市町村ごとに総務省令により算定した額の範囲内で発行が可能（最低保障額は3,500万円)
・Ｈ22年度は発行限度額の総計約662億円に対して発行額379億円（活用率：57.3％）
・Ｈ23年度は発行限度額の総計約702億円に対して発行予定額458億円（活用率：65.2％）

２ 発行額

○ 医師確保事業（診療所開設費用補助）
○ ICTを活用した遠隔医療

①地域医療の確保

②生活交通の確保
○ コミュニティバス、デマンドタクシー等の運行
○ バス路線維持に向けた民間バス事業者への補助

④産業の振興
○ 農業の担い手・人づくり対策、６次産業化
○ 企業誘致・雇用対策（コミュニティビジネスの起業等）

③集落の維持及び活性化
○ 集落支援員の設置、集落点検や集落課題の話し合いの実施
○ 移住・交流事業（インターネット広報や空き家バンク等）

※その他 高齢者支援（配食サービス、通報システム）、
子育て支援、教育振興、森林対策、鳥獣被害対策、
伝統文化振興、自然エネルギー関係、防災対策 等

～具体的な事業例～

ソフト分の活用により市町村の実情に応じたきめ細かい対策が可能！
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⑵
で
説
明
し
た
過
疎
債
ソ
フ
ト
分
の
制

度
創
設
後
2
箇
年
に
お
け
る
過
疎
団
体
の

活
用
率
の
動
向
や
、
既
に
発
行
限
度
額
ま

で
活
用
し
て
い
る
団
体
か
ら
、
発
行
限
度

額
の
引
き
上
げ
等
に
よ
り
需
要
に
対
応
し

得
る
運
用
変
更
の
要
望
等
が
寄
せ
ら
れ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成
24
年
度
か
ら
発
行

限
度
額
に
つ
い
て
、
運
用
が
弾
力
化
さ
れ

た
。

　

具
体
的
に
は
、
ハ
ー
ド
分
及
び
ソ
フ
ト

分
の
起
債
要
望
額
の
合
計
が
、
地
方
債
計

画
額
の
範
囲
内
で
、
か
つ
、
ソ
フ
ト
分
の

発
行
限
度
額
の
全
国
の
合
算
額
に
達
し
な

い
場
合
、
財
政
力
指
数
0
・
56
以
下
の
過

疎
市
町
村
に
つ
い
て
発
行
限
度
額
に
1
を

乗
じ
て
得
た
額
を
限
度
と
し
て
加
算
す
る

（
最
大
従
前
の
発
行
限
度
額
の
2
倍
の
発

行
が
可
能
と
な
る
。）
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
本
年
4
月
6
日
に
「
過
疎
地
域
自
立

促
進
特
別
措
置
法
第
十
二
条
第
二
項
に
規

定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
額
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
（
平
成
24
年
総
務
省
令
第

39
号
）」
が
公
布
・
施
行
さ
れ
て
い
る
。

⑷ 
地
域
に
応
じ
た
ソ
フ
ト
事
業
の
検
討
が

重
要

　

過
疎
地
域
の
現
状
は
、
地
域
に
応
じ
て

差
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
れ

ま
で
は
、
高
度
経
済
成
長
期
の
都
市
部
へ

の
人
口
流
出
期
に
地
域
に
残
っ
た
昭
和
一

桁
世
代
の
方
々
に
よ
り
、
集
落
機
能
が
維

持
さ
れ
て
き
た
地
域
も
多
く
、
将
来
、
一

気
に
人
口
減
少
が
進
み
、
機
能
維
持
も
困

難
と
な
る
集
落
が
増
加
す
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。
来
る
べ
き
将
来
に
備
え
て
、
ま

だ
準
備
す
る
時
間
の
あ
る
現
在
の
う
ち

に
、「
限
ら
れ
た
人
数
に
よ
り
地
域
の
生

活
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
」
や
「
様
々

な
外
部
人
材
の
活
用
に
よ
り
地
域
の
維

持
・
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
仕
組
み
」
な

ど
を
検
討
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
今
ま

さ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

過
疎
市
町
村
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う

な
地
域
の
将
来
に
向
け
た
施
策
を
企
画
立

案
し
て
い
く
能
力
が
問
わ
れ
て
い
る
場
面

で
あ
り
、
上
述
の
よ
う
な
過
疎
債
ソ
フ
ト

事
業
の
活
用
状
況
の
実
態
に
鑑
み
れ
ば
、

今
一
度
、
過
疎
債
ソ
フ
ト
分
を
活
用
し
て

い
く
べ
き
事
業
・
地
域
は
な
い
の
か
、
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
住
民
や
議
会
の

方
々
等
と
も
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、

十
分
に
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

あ
わ
せ
て
政
府
に
お
い
て
も
、
所
要
額

の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
過
疎
市
町

村
の
自
主
的
な
検
討
を
促
す
た
め
、
先
進

的
な
取
組
み
や
他
団
体
に
お
い
て
も
参
考

と
な
る
取
組
み
を
情
報
発
信
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
引
き
続
き
様
々
な
事

例
の
収
集
及
び
公
表
に
努
め
て
行
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

■資料２　過疎対策事業債（ソフト分）の都道府県別活用率（平成23年度発行予定額ベース）

※活用率＝各都道府県の過疎市町村の発行予定額の総和／各都道府県内の過疎市町村の発行限度額の総和
なお、100％以上の団体については、防災・減災事業に係る上限額拡充を活用した団体である

活用率 団体数 都道府県（活用率：％）

９５％以上 ４ 石川県（101.9%）、和歌山県（101.8%）、兵庫県（101.5％）、
島根県（96.8％）

９５％未満
８０％以上 ５ 長崎県（92.4%）、三重県（92.3%）、高知県（91.6%）、福岡県（88.2%）、

山形県（84.2%）

８０％未満
６０％以上 13

茨城県（74.3%）、北海道（73.5%）、新潟県（72.8%）、長野県（72.6%）、
京都府（71.8%）、栃木県（67.8%）、愛媛県（67.7%）、千葉県（67.3%）、
佐賀県（67.2%）、宮城県（62.6%）、鹿児島県（60.4%）、岩手県（60.0%）、
福島県（60.0%）

６０％未満
４０％以上 14

広島県（59.9%）、青森県（59.6%）、大分県（59.0%）、沖縄県（54.3%）、
山口県（53.6%）、宮崎県（52.9%）、徳島県（52.1%）、滋賀県（51.9%）、
鳥取県（47.4%）、岡山県（46.3%）、岐阜県（43.7%）、山梨県（42.6%）、
群馬県（41.7%）、香川県（41.5%）

４０％未満
２０％以上 ７ 秋田県（35.1%）、福井県（34.0%）、奈良県（26.1%）、静岡県（25.8%）、

埼玉県（25.0%）、愛知県（23.8%）、富山県（22.1%）

２０％未満 １ 熊本県（19.6%）

０％ １ 東京都（0.0%）
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今
後
の
過
疎
対
策
に
つ
い
て

　

過
疎
法
に
つ
い
て
は
、先
述
の
と
お
り
、

平
成
22
年
に
改
正
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
そ
の
衆
参
両
委
員
会
の
可
決
に

際
し
て
は
決
議
等
が
付
さ
れ
、
そ
の
中
で

は
「
過
疎
地
域
の
厳
し
い
現
状
を
十
分
踏

ま
え
、
実
効
性
の
あ
る
過
疎
対
策
を
行
う

た
め
、
本
法
律
施
行
後
速
や
か
に
総
合
的

か
つ
抜
本
的
な
検
討
を
開
始
し
、
施
行
後

3
年
を
目
途
と
し
て
、
そ
の
検
討
結
果
や

平
成
22
年
の
国
勢
調
査
の
結
果
、
地
方
分

権
改
革
の
進
展
状
況
等
を
勘
案
し
、
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
」と
さ
れ
て
い
る
。

本
年
6
月
の
改
正
に
よ
る
法
期
限
の
5
年

間
の
延
長
は
、
本
決
議
に
基
づ
く
見
直
し

と
は
別
の
も
の
と
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
、
決
議
等
に
基
づ
く
事
項
に
つ
い
て

改
め
て
見
直
し
の
検
討
が
進
め
ら
れ
る
か

ど
う
か
は
、
現
行
の
政
治
情
勢
の
動
向
等

も
有
り
、
不
透
明
な
状
況
で
あ
る
。

　

仮
に
見
直
し
が
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

場
合
に
議
論
と
な
る
で
あ
ろ
う
事
項
と
し

て
は
、
国
勢
調
査
人
口
の
反
映
が
あ
る
。

過
疎
地
域
の
指
定
要
件
の
基
準
で
あ
る
国

勢
調
査
人
口
は
、
平
成
17
年
度
の
調
査
結

果
ま
で
は
反
映
さ
れ
て
い
る
が
、
現
行
過

疎
法
で
は
平
成
18
年
以
降
に
行
わ
れ
る
国

勢
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
適
用
す
る
規
定

は
置
か
れ
て
い
な
い
。
法
律
の
失
効
ま
で

に
は
、
既
に
確
報
値
が
公
表
さ
れ
て
い
る

平
成
22
年
国
調
及
び
今
後
調
査
・
公
表
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
平
成
27
年
国
調
の
結
果

を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
、
が
大
き
な

論
点
の
一
つ
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

現
行
過
疎
法
は
、
個
々
の
過
疎
地
域
が

自
ら
考
え
、
主
体
的
に
個
性
豊
か
な
地
域

社
会
を
創
り
、
自
立
し
て
い
く
こ
と
を
促

進
す
る
こ
と
に
よ
り
我
が
国
全
体
が
「
美

し
く
風
格
あ
る
国
土
」
と
な
っ
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
過
疎
地
域
の
よ

う
な
人
口
は
少
な
く
と
も
文
化
的
に
多
様

で
個
性
的
な
地
域
社
会
が
維
持
さ
れ
、
発

展
す
る
こ
と
は
、
真
に
豊
か
な
国
民
生
活

実
現
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
。
過
疎
市
町

村
が
地
域
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る

た
め
、
住
民
や
議
会
等
、
様
々
な
主
体
と

議
論
し
な
が
ら
、
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た

ソ
フ
ト
事
業
に
取
組
み
、
全
国
各
地
に
お

い
て
個
性
豊
か
な
地
域
社
会
が
創
造
さ
れ

る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

■資料３　過疎対策事業債（ソフト分）の活用率（平成23年度発行予定額ベース）

※活用率＝各市町村の発行限度額に対する同意等予定額の割合（Ｈ２２年度）
各市町村の発行限度額に対する発行予定額の割合（Ｈ２３年度）＜市町村別活用率の例＞

北海道 鹿児島県 長崎県 秋田県 熊本県 岩手県 島根県 新潟県 大分県 青森県

９５％以上 66（64）15（17） 8（12） 1（2） 2（4） 4（8） 15（18）　7（7）　　4（4）　　7（7）

95％未満
80％以上 20（10）　2（1） 3（0）　　2（0）　　1（0）　  1（0） 2（0）　  1（1） 4（2）　  2（2）

80％未満
60％以上 9（8）　 5（4）　 0（0）　 0（1）　 0（0） 4（2）　 1（1） 1（0）　  1（1）　  3（0）

60％未満
40％以上 9（11）　 2（0）　 1（0）　 2（0）　 2（0） 4（0）　 0（0）　 1（0）　 0（0）　  3（2）

40％未満
20％以上 7（6）　 2（2）　 0（0） 4（2）　 0（0）　 2（2）　 1（0）　  0（0） 2（3）　  4（0）

20％未満 10（5）　 4（7）　  0（0） 4（5）　  5（2） 4（1）　  0（0）　  1（1）　  1（1）　  0（3）

０％ 22（39）  10（9） 0（0） 7（10）  17（21）　3（10）　 0（0） 3（5）　  4（5）　 9（14）

合 計 143
（143）

40
（40）（12）（20）（27）（23）（19）（14）（16）

12 20 27 22 19 14 16
（28）
28

都道府県

※下の１０道県は、各道県内の過疎市町村における発行限度額の総和の大きい上位１０団体
（ ）はＨ２２年度の活用率に基づく団体数

活用率

　
◎
休
刊
の
お
知
ら
せ
◎

　
12
月
24
日
付
と
12
月
31
日
付
の
町
村

週
報
は
、
休
刊
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
第
2
8
2
4
号
は
1
月
7
日
付
の

発
行
と
な
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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現地レポート

地域資源を
活かした
活性化策

熊取町大阪府
くま　　　とり　　 ちょう

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

都
会
の
利
便
性
と
豊
か
な
自
然
、
両

方
の
良
さ
を
持
つ
暮
ら
し
や
す
い
町

　

熊
取
町
は
、
大
阪
都
心
部
か
ら
電
車
で
約

30
分
、
関
西
国
際
空
港
か
ら
は
電
車
で
約
15

分
の
距
離
で
、
利
便
性
が
高
く
大
阪
南
部
に

位
置
す
る
、
人
口
4
4
、
5
9
7
人
（
平
成

24
年
10
月
末
現
在
）
の
ま
ち
で
す
。

　

自
然
環
境
や
歴
史
に
も
恵
ま
れ
、「
大
阪

み
ど
り
の
百
選
」「
全
国
水
源
の
森
百
選
」

に
も
選
ば
れ
た「
奥
山
雨
山
自
然
公
園
」、「
全

国
た
め
池
百
選
」
に
選
ば
れ
た
憩
い
の
親
水

空
間
「
長
池
オ
ア
シ
ス
」、重
要
文
化
財
「
中

家
住
宅
」「
来
迎
寺
本
堂
」「
降
井
家
書
院
」

な
ど
見
ど
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
気

候
も
温
暖
で
、
1
9
7
0
年
代
よ
り
宅
地
開

発
が
進
み
、
郊
外
の
良
好
な
住
宅
都
市
と
し

て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

快
適
で
暮
ら
し
や
す
い
風
土
に
、
大
阪
体

育
大
学
、
大
阪
観
光
大
学
、
関
西
医
療
大
学
、

京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所
の
4
つ
の
大
学
、

全
国
町
村
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
35
万
冊
の

蔵
書
を
誇
る
図
書
館
等
「
学
園
文
化
都
市
」

と
し
て
の
特
徴
も
有
し
て
い
ま
す
。

　

協
働
に
よ
る
子
育
て
支
援
の
礎

　

も
と
も
と
農
業
と
織
物
業
を
主
産
業
と
し

た
熊
取
町
は
、
女
性
が
働
く
こ
と
が
日
常
的

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
保
育
行
政
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
保
育
所
の
待
機
児

童
は
「
ゼ
ロ
」
で
、
保
育
所
が
子
育
て
支
援

の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
で
は
「
だ
ん
じ
り
祭
り
」「
太
極
拳
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
等
様
々
な
行
事
が
盛
ん
で
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
子
ど
も
達
を
育
む
役

△熊取町の町並み

大阪府

Ｎ

熊取町 〜
子
育
て
を
応
援
す
る
人
が
た
く
さ
ん
暮
ら
す
ま
ち
〜



△「
学
園
文
化
都
市
」35
万
冊
の
蔵
書
を
誇
る
図
書
館
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割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
宅
地
開
発
に
よ
り
人
口
が
増
加

す
る
中
、
新
し
い
土
地
で
頼
れ
る
知
り
合
い

が
い
な
い
状
況
下
で
子
育
て
を
支
え
合
う
た

め
に
、
転
入
さ
れ
た
親
た
ち
を
中
心
に
「
文

庫
活
動
」「
共
同
保
育
所
」「
学
童
保
育
所
」

等
多
く
の
住
民
活
動
が
生
ま
れ
ま
し
た
。「
孤

立
に
よ
る
子
育
て
不
安
」
や
「
長
時
間
保
育

の
必
要
性
」
等
子
育
て
支
援
に
お
け
る
新
た

な
課
題
や
ニ
ー
ズ
は
、
こ
れ
ら
住
民
活
動
と

協
働
す
る
こ
と
で
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し

た
。

　
「
新
た
な
公
共
」
と
し
て
「
協
働
」
と
い

う
概
念
が
注
目
さ
れ
る
ず
っ
と
前
に
、
住
民

と
行
政
が
協
力
し
、
子
育
て
を
支
援
し
て
い

た
と
い
う
の
が
本
町
の
子
育
て
支
援
の
始
ま

り
で
す
。
主
体
的
な
住
民
と
柔
軟
な
行
政
、

先
人
の
方
々
の
努
力
に
よ
る
「
協
働
」
が
本

町
の
子
育
て
支
援
の
礎
で
あ
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

現
在
は
、午
後
10
時
ま
で
の
延
長
保
育
や
、

小
学
校
1
年
生
か
ら
6
年
生
対
象
の
学
童
保

育
、
保
育
所
の
送
迎
や
一
時
預
か
り
な
ど
に

対
す
る
会
員
制
の
子
育
て
援
助
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業
」、未
就
園
親
子
の
居
場
所
と
し
て
「
つ

ど
い
の
広
場
事
業
」
な
ど
、
多
様
な
子
育
て

支
援
が
、
行
政
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
協
働
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
」
に
お
い
て
は
、

他
自
治
体
に
お
い
て
育
児
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
協
力
会
員
」
が
不
足
す
る
中
、
本
町
に
お

い
て
は
十
分
な
会
員
数
を
確
保
し
て
お
り
、

年
間
2
0
0
件
を
超
え
る
サ
ポ
ー
ト
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

昨
今
の
子
育
て
事
情
と
「
ホ
ー
ム

ス
タ
ー
ト
事
業
」
の
実
施

⑴
「
待
つ
支
援
」
か
ら
「
届
け
る
支
援
」
へ

　

主
体
的
な
住
民
活
動
と
柔
軟
な
行
政
と
の

「
協
働
」
で
発
展
し
て
き
た
子
育
て
支
援
で

す
が
、1
9
9
0
年
代
に
盛
ん
で
あ
っ
た「
子

育
て
サ
ー
ク
ル
活
動
」
を
最
後
に
、
若
い
世

代
の
主
体
的
な
地
域
活
動
は
縮
小
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
つ
な
が
る
こ
と
が
苦
手
な
若
い
世

代
は
、
次
第
に
地
域
活
動
か
ら
遠
の
き
、
最

近
で
は
、「
つ
ど
い
の
広
場
」
や
「
子
育
て

サ
ロ
ン
」等
の
子
育
て
支
援
事
業
に
さ
え
も
、

足
の
向
か
な
い
親
子
が
少
し
ず
つ
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
育
ち
に
と
っ
て
「
地
域
社
会
」

は
重
要
な
意
味
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。「
地
域
」
に
は
「
家
庭
」
と
異
な
る
役

割
が
あ
り
、
子
ど
も
達
が
人
間
関
係
や
社
会

性
を
身
に
つ
け
る
場
と
し
て
大
き
な
意
味
が

あ
る
の
で
す
。
社
会
と
隔
絶
さ
れ
た
家
庭
の

中
だ
け
で
は
、子
ど
も
は
育
た
な
い
の
で
す
。

そ
こ
で
、
引
き
こ
も
り
が
ち
な
親
子
を
対
象

に
、
悩
み
や
不
安
を
傾
聴
し
、
そ
の
成
長
を

見
守
り
な
が
ら
、
親
子
と
社
会
を
つ
な
げ
て

い
く
子
育
て
支
援
活
動
が
必
要
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　
「
待
つ
支
援
」
か
ら
「
届
け
る
支
援
」
へ
、

△

つ
ど
い
の
広
場

△

だ
ん
じ
り
祭
り

△

重
要
文
化
財
「
中
家
住
宅
」
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本
町
の
大
切
に
し
て
き
た
「
協
働
」
を
活
か

し
た
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
「
ホ
ー
ム
ス

タ
ー
ト
事
業
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

⑵
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
事
業
の
実
際

　
「
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
で

発
祥
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
訪
問
型

子
育
て
支
援
」
で
す
。
本
町
で
は
平
成
24
年

8
月
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託
し
実
施
し
て

い
ま
す
。
関
西
で
は
初
め
て
の
取
り
組
み
で

あ
る
と
と
も
に
、
行
政
の
保
健
・
福
祉
分
野

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
協
働
に
よ
り
、
乳
幼
児
健

診
や
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
と
の
連
携
を

図
り
、
要
支
援
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
子
ど
も

家
庭
相
談
へ
つ
な
げ
る
な
ど
、
重
層
的
か
つ

継
続
的
支
援
が
行
え
て
い
る
点
に
大
き
な
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

　

就
学
前
の
乳
幼
児
を
抱
え
、
子
育
て
に
不

安
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
人
な
ら
誰
で

も
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

訪
問
は
、
7
日
間
の
研
修
を
修
了
し
た

「
ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
」
と
言
わ
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
行
い
ま
す
。
平
成
24
年
10
月
末
現

在
、
12
名
の
ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
が
登
録
、
新

た
に
7
名
の
方
が
研
修
を
受
講
中
で
す
。

　

訪
問
は
、
子
育
て
の
悩
み
を
聞
い
た
り
、

一
緒
に
家
事
や
育
児
を
行
い
な
が
ら
、
子
育

て
の
意
欲
や
技
術
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
が
週
に
1
回
、
2
時
間
程

度
、合
計
5
回
を
目
途
に
訪
問
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
全
体
の
運
営
、「
ホ
ー
ム
ビ

ジ
タ
ー
養
成
講
座
」
の
実
施
、
訪
問
を
希
望

す
る
親
と
ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
と
の
調
整
な
ど

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
・
ジ
ャ

パ
ン
に
お
い
て
子
育
て
の
専
門
知
識
に
関
す

る
研
修
を
受
講
し
認
証
を
受
け
て
い
る

「
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
」
が
行
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
10
月
末
ま
で
に
8
名
の
申
込
み

が
有
り
、
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
ビ
ジ
タ
ー
に

よ
る
訪
問
延
べ
件
数
は
98
回
に
上
っ
て
い
ま

す
。

⑶
利
用
者
や
ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
の
声

　

始
ま
っ
て
間
も
な
い
事
業
で
す
が
、
利
用

者
か
ら
は
「
子
ど
も
と
2
人
き
り
で
ず
っ
と

家
に
い
る
の
は
し
ん
ど
か
っ
た
。
一
番
つ
ら

い
時
期
に
訪
問
し
て
も
ら
っ
て
支
え
て
も

ら
っ
た
。」「
子
ど
も
と
の
遊
び
方
が
わ
か
ら

な
か
っ
た
が
、
ビ
ジ
タ
ー
さ
ん
が
一
緒
に
遊

ん
で
く
れ
た
こ
と
で
、
子
ど
も
と
の
関
わ
り

方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。」「
下
の
子
が
生

ま
れ
、
上
の
子
に
関
わ
っ
て
や
れ
な
く
な
っ

て
い
た
。
ビ
ジ
タ
ー
さ
ん
に
下
の
子
を
看
て

も
ら
い
、
思
い
切
り
上
の
子
と
遊
ぶ
こ
と
が

で
き
た
。
上
の
子
ど
も
の
気
持
ち
が
安
定
し

た
の
で
本
当
に
ほ
っ
と
し
て
い
る
。」「
子
育

て
が
落
ち
着
い
た
ら
、
自
分
も
ホ
ー
ム
ビ
ジ

タ
ー
と
し
て
お
手
伝
い
し
た
い
と
思
っ
た
。」

な
ど
、喜
び
の
声
が
た
く
さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
か
ら
は
「
お
母

さ
ん
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
の
大
切
さ

を
実
感
。
特
別
な
こ
と
を
し
な
く
て
も
話
を

聞
く
こ
と
で
問
題
解
決
に
な
る
こ
と
を
学
ん

だ
。」「
人
と
の
出
会
い
を
実
感
で
き
る
活
動
、

自
分
も
子
育
て
を
支
え
て
も
ら
っ
た
の
で
、

少
し
で
も
役
に
立
て
る
こ
と
が
と
て
も
嬉
し

い
。」
な
ど
、
活
動
す
る
喜
び
の
声
が
た
く

さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
や
ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
さ
ん
の
声
か

ら
、
想
い
は
必
ず
響
き
合
う
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
」

か
ら
「
つ
ど
い
の
広
場
」
や
「
子
育
て
サ
ロ

ン
」
の
利
用
な
ど
「
地
域
社
会
」
と
の
橋
渡

し
を
す
る
こ
と
は
、
親
と
子
ど
も
が
共
に
育

ち
あ
う
こ
と
を
応
援
す
る
こ
と
で
あ
り
、
将

来
の
子
育
て
を
応
援
し
て
く
れ
る
人
材
を
育

て
る
こ
と
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

△

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

△

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
野
鳥
観
察
す
る
子
ど
も
達

△

「
ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
事
業
」
ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー

養
成
講
座
の
様
子
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主
体
性
の
喚
起
、「
お
母
さ
ん
、

お
父
さ
ん
に
よ
る
子
育
て
応
援

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成
」

　

そ
の
他
、子
育
て
の
当
事
者
で
あ
る
親
が
、

楽
し
く
地
域
を
学
び
、
そ
の
主
体
性
を
喚
起

す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
子
育
て
応
援
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
作
成
し
ま
し
た
。
撮
影
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
の
指
導
の
下
、
お
母
さ
ん
、
お
父

さ
ん
が
様
々
な
子
育
て
支
援
事
業
を
取
材

し
、30
分
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
、現
在
本
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
議
論
と
取

材
を
繰
り
返
し
、
子
育
て
当
事
者
の
目
線
で

わ
か
り
や
す
い
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す

の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
熊
取
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://w

w
w
.

tow
n.kum

atori.lg.jp/

）

最
後
に
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

と
は

　
「
ま
ち
」
は
、そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
ま
す
。

　
「
子
育
て
を
助
け
て
も
ら
っ
た
経
験
」
か

ら｢

助
け
る
経
験｣

が
世
代
を
超
え
て
循
環

し
、
子
育
て
に
優
し
い
眼
差
し
を
向
け
ら
れ

る
ま
ち
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
と
は
、
地
域
の
優

し
い
眼
差
し
の
中
で
、
自
分
ら
し
く
子
育
て

が
で
き
る
ま
ち
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
自
立
の
根
っ
こ
は
、
自

己
肯
定
感
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
己
肯
定

感
と
は
「
自
分
は
大
切
な
存
在
だ
」「
自
分

は
か
け
が
え
の
な
い
存
在
だ
」
と
思
え
る
心

の
状
態
を
言
い
、
そ
の
獲
得
に
は
、
幼
少
期

に
「
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
」
を
受
け
入
れ
ら

れ
た
体
験
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
自
己
肯
定
感
は
受
容
と
共
感
の
中
か

ら
生
ま
れ
る
も
の
な
の
で
す
。

　

熊
取
町
に
は
受
容
と
共
感
の
心
で
子
育
て

を
応
援
す
る
人
々
が
た
く
さ
ん
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り

「
自
立
し
た
人
育
ち
」
を
に
ら
み
な
が
ら
、

地
道
な
子
育
て
支
援
活
動
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

熊
取
町
長　

中
西　

誠

　全国町村会では、全国の町村との連携を密にし、町村長と町村職員のみなさんの情報収集の利便
性を向上させるため、町村専用ページ「町村.com」を開設しています。
　「町村 .com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁などの政策情報を随時ご提供しているほか、
全国の町村の先進的な取り組み事例をはじめ、各種統計資料など様々なデータも公表しています。
　私どもは、「町村 .com」が町村関係者にとって真に役立つホームページとなることを目指し、こ

れからも充実をはかっていきたいと考えてい
ますので、ご覧になったご感想・ご意見を、下
記のメールアドレスにお寄せください。

kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 http://www.zck.or.jp/choson/

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用いただ
ける専用ページです。
  ご覧になる際は、所定のパスワードが必要になります。

・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ済み（平
成18年9月27日付）ですが、 お問い合わせは、全国町村会
広報部までメール（kouhou@zck.or.jp）でお願いいたし
ます。

△

「
熊
取
町
公
式facebook

」
平
成
24
年
11
月

開
設　

ジ
ャ
ン
プ
君
（
左
）
と
メ
ジ
ー
ナ
ち

ゃ
ん
（
右
）
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随 想

随
想

昨
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
か

ら
一
年
九
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
藤
原
会

長
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
多
大
な
ご
支
援

を
賜
り
ま
し
た
全
国
の
皆
様
に
謹
ん
で
厚

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

フ
ク
シ
マ
は
、
未
だ
十
六
万
人
が
避
難

生
活
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
町
村
長
自
ら

も
仮
設
住
宅
に
お
ら
れ
る
方
も
お
り
ま
し

て
、
こ
れ
ら
の
ご
苦
労
は
想
像
を
超
え
て

お
り
ま
す
。
ま
ず
、
除
染
、
仮
置
き
場
、

健
康
へ
の
影
響
、
食
べ
物
、
風
評
被
害
、

そ
し
て
俄
に
増
加
し
た
こ
れ
ら
の
業
務
量

は
、
地
震
災
害
復
旧
と
重
な
り
、
次
々
と

増
加
す
る
仕
事
に
職
員
は
疲
れ
切
っ
て
お

り
ま
す
。
一
日
も
早
く
、
放
射
能
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
技
術
の
確
立
と
健
康
へ
の
影

響
、
食
物
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
帰

村
を
実
現
す
る
元
の
環
境
に
戻
す
努
力
を

国
・
原
因
者
と
共
に
、
更
に
急
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
実
情
に
あ
り
ま
す
。
一
歩
で

も
前
進
さ
せ
る
の
が
我
々
の
使
命
で
あ
り

ま
す
の
で
今
後
と
も
、
ふ
く
し
ま
復
興
に

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

西
郷
村
は
、
福
島
県
中
通
り
地
方
南
部

の
県
南
地
域
に
位
置
し
、
西
に
秀
麗
の
那

須
の
峰
を
仰
ぎ
、
北
西
か
ら
南
東
に
か
け

て
緩
や
か
に
傾
斜
し
、
源
を
発
す
る
阿
武

隈
川
が
村
の
中
央
を
流
れ
、
流
域
の
随
所

で
滝
や
美
し
い
渓
谷
が
見
ら
れ
る
な
ど
、

自
然
環
境
に
と
て
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

気
候
的
に
は
、
西
に
日
光
国
立
公
園
が
広

が
り
那
須
連
山
二
、
〇
〇
〇
ｍ
級
の
山
並

み
と
接
し
て
い
る
た
め
、
比
較
的
冷
涼
な

「
さ
わ
や
か
高
原
都
市
」
で
あ
り
ま
す
。

村
の
面
積
は
、
約
一
九
二
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
人
口
は
約
一
九
、
九
〇
〇
人
、

北
部
、
東
部
は
白
河
市
、
西
部
は
南
会
津

郡
下
郷
町
、
北
西
部
は
岩
瀬
郡
天
栄
村
、

南
部
は
栃
木
県
那
須
町
と
接
し
て
お
り
ま

す
。
東
部
は
東
北
新
幹
線
新
白
河
駅
、
東

北
道
白
河
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
等
が
あ
る

国
道
4
号
線
沿
い
の
商
工
業
地
帯
、
中
部

は
役
場
な
ど
の
公
共
施
設
や
農
業
集
落
が

点
在
す
る
田
園
地
帯
、
西
部
は
日
光
国
立

公
園
の
一
部
と
阿
武
隈
川
源
流
域
で
あ
る

大
自
然
地
帯
の
三
つ
の
「
顔
」
を
持
っ
て

い
ま
す
。
三
つ
が
一
つ
の
村
に
存
在
し
て

い
る
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、

恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
生
活
で
き
る
こ
と

は
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

日
光
国
立
公
園
と
田
園
地
帯
に
広
が
る

中
に
、
大
平
工
業
団
地
、
椙
山
工
業
団
地
、

長
久
保
工
業
団
地
の
三
カ
所
の
工
業
団

地
、
4
つ
の
ダ
ム
、
3
つ
の
ゴ
ル
フ
場
が

あ
り
、
産
業
別
就
業
者
比
率
は
、
第
1
次

産
業
7
％
、
第
2
次
産
業
39
％
、
第
3
次

産
業
54
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
基
幹
産

業
は
米
作
を
中
心
と
し
た
農
業
で
あ
り
ま

す
が
、
高
速
道
路
、
新
幹
線
な
ど
の
交
通

網
の
整
備
や
豊
富
な
水
資
源
を
背
景
に
高

度
な
技
術
を
も
つ
工
場
な
ど
の
誘
致
も
進

み
、
近
年
は
商
工
業
中
心
の
村
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
若
者
の
雇
用
が
増

加
し
、
高
齢
者
人
口
比
率
は
一
九
・
二
％

と
県
内
で
は
最
も
低
く
、
活
気
あ
ふ
れ
る

村
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
村
民
に
と
っ
て
大
変
喜

ば
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

八
月
に
行
わ
れ
た
全
国
中
学
校
体
育
大
会

に
お
い
て
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
女
子
個
人

の
部
で
優
勝
、
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
大

会
で
優
勝
、
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
で

本
村
4
人
目
の
プ
ロ
野
球
選
手
と
し
て
佐

藤
勇
君
が
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
に
指
名

さ
れ
ま
し
た
。
震
災
、
原
発
事
故
で
苦
し

む
村
民
及
び
県
民
に
と
っ
て
、
非
常
に
明

る
い
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
若
い
世
代
の

活
躍
は
こ
れ
か
ら
の
地
域
発
展
の
原
動
力

と
必
ず
な
り
ま
す
。
今
後
の
活
躍
を
大
い

に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
村
政
の
更
な
る
伸
展
と
村
民

の
福
祉
向
上
の
た
め

一　

自
然
と
調
和
し
た
快
適
な
村
づ
く
り

二　

 

希
望
を
持
ち
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村

づ
く
り

三　

自
立
と
調
和
の
人
づ
く
り

四　

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
村
づ
く
り

五　

ふ
れ
あ
い
の
あ
る
協
働
の
村
づ
く
り

の
五
項
目
を
掲
げ
、
活
力
と
笑
顔
あ
ふ
れ

る
、
そ
し
て
す
ば
ら
し
い
西
郷
村
を
次
世

代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
村
民
の
皆
様
と

共
に
、
渾
身
の
力
で
村
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
に
活
力
と
笑
顔
を

佐さ

藤と
う

　
正ま

さ

博ひ
ろ

福
島
県
町
村
会
長

福
島
県
西に

し

郷ご
う

村
長



町 村 週 報（第三種郵便物認可）

「ゆとり」と「やすらぎ」のひととき

静かさと心地よさに配慮し、室内インテリア全体を落ち着いた雰囲気にまとめ、
ゆったりとしたやすらぎのひとときをお届けいたします。

シングル 119 室
平日料金 9,817円より

※1名利用の場合 9,326 円

※1名利用の場合 11,072 円

8,344円より

※1名利用の場合 8,778 円

http://www.zck.or.jp/kaikan/index.html

TIME of RELAXING

金曜日料金

7,854円より
土・日・祝日料金

ダブル 12室
平日料金13,282 円 
〈2名利用〉

11,289円
金曜日料金

10,626円
土・日・祝日料金

ツイン17室
平日料金18,480円より 
〈2名利用〉

15,708円より
金曜日料金

14,784円より
土・日・祝日料金

洋室シングル

洋室ダブル

洋室ツイン

15％
OFF

20％
OFF

15％
OFF

20％
OFF

15％
OFF

20％
OFF

SINGLE
ROOM

TWIN
ROOM

DOUBLE
ROOM

会議室・宴会場

カジュアルレストラン「ペルラン」

2階には広さと設備が多彩な、大小4つのホー
ル、会議室。高い機能性を持ち、さまざまな演
出が可能です。会議・研修、パーティーなどに
幅広くご利用いただけます。 

ランチタイム11:00 ～ 14:00
ティータイム14:00 ～ 17:00
ディナータイム17:00 ～ 22:00
（21:30 ラストオーダー）

SINGLE
ROOM

BLE
ROOM

会議室・宴会場

土・日・祝日は
リーズナブルに

和室もございますのでお問い合わせ下さい。
禁煙ルームをご用意しております。

土・日・祝日のご宿泊は、
平日料金の20％OFF
金曜日のご宿泊は、
平日料金の15％OFF

和食処「さいかち」

ランチタイム11:30 ～ 14:30
（14:00 ラストオーダー）

ディナータイム17:00 ～ 22:00
（21:30 ラストオーダー）

全国町村会館へのアクセスガイド

■有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町」3番出口徒歩 1分
■丸の内線・銀座線「赤坂見附駅」徒歩 5分
■タクシー東京駅から約 20 分

ご宿泊の予約が、全国町村会館のWEB からお申し込みいただけます。

http://www.zck.or.jp/kaikan/index.html
お電話でのご予約・お問い合わせは

TEL 03（3581）0471
FAX 03（3581）0220
〒100-0014  東京都千代田区永田町 1丁目 11 番 35 号

市町村職員共済組合等の宿泊助成券がご利用いただけます。

平成24年12月17日　12第2823号
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